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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 頭部外傷の研究の一つの分野では，実験的脳損傷を作

成することが必要であるが，動物に，定量的に脳損傷を

つくることは従来は困難であり，脳損傷の均一性，再現

性の点に問題があった．また損傷作成時に麻酔を心要と

することも欠点である．著者はこれらの点を改良し，無

麻酔のもとにラットに定量的に脳損傷を作成する方法を

開発せんとした．

 方法

 動物は体重約2009のウィスターラットを使用した．

脳損傷作成の手技は2段階に分かれる．

 まず第一に，全身麻酔のもとにラットの頭部正中に

1・5cmの縦皮切開を行なう．左右の耳介を結ぶ線上で

正中線の左側に小開頭を行い，直径3m皿の鉄球を脳内

へ埋没し，骨片を戻して三冠縫合を行う．処置後2週間

でラットは，外見上正常ラットと全く区別がつかなくな

る．

 2週聞を経過したラットに対して次の操作（本実験）

を行う．われわれの教室で新たに開発した高周波誘導加

熱装置のコイルの中央に，無麻酔のままラットの頭部を

固定する．装置に通電し，脳内に埋没された鉄帽を発熱

させ，熱により脳損傷を作成した．

 鉄球埋没ラット102例中24例をこは強い通電を行ない，

12例が死亡7例が重症片麻痺を呈した．次に65例に中等

度の通電を行い，9例が死亡，50例が片麻痺を呈し，残

りの6例は無症状であった．

 また脳損傷の組織学的検索を行い，高周波誘導加熱装

置の出力・通電時間の差により，組織学的にも明らかに

差異のあることを認めた．

 様々の程度の脳損傷を有するラットの自発運動量の回

復過程を，独自に開発した自発運動量測定装置を用い定

量的に測定観察した．

 結果

 高周波誘導加熱装置の出力および通電時間を調節する

ことにより，従来は困難であった定量：的実験脳損傷作成

を可能にした．しかも無麻酔のもとに行なえるので，脳

損傷作成直後から自発運動が観察できた．

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は，高周波誘導加熱法により，動物に無麻酔のもとに定量的に脳損傷を作成し，直後から動

物の自覚運動を観察した結果を括めたもので，学術上価値ある論文と認めた．
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